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東京都市大学 横浜キャンパス

教育機関で初の認証取得

　東京都市大学は、1929年に武蔵高
等工科学校として創立され、その後、
1949年に武蔵工業大学と改称された
後、2009年に創立80周年を記念して
東京都市大学と改称されました。現在、
8つの学部があり、世田谷キャンパスと
横浜キャンパスの主に2つのキャンパ
スで運営されております。
 横浜キャンパスは、1997年、神奈川
県横浜市都筑区の港北ニュータウンの
一角に開設されました。1998年には、
この横浜キャンパスが、日本の教育機
関で初めて国際環境管理・監査規格
ISO14001の認証を取得し、第12回
地球環境大賞で優秀環境大学賞を受賞
しました。近年、重要視されている「環
境」や「情報」に早くから着目し、さら
に、人の役立ちを深く考え、地域との
連携を重視した地域開放型の「エコキ
ャンパス」として、環境マネジメント
システムの運営を継続しております。
　環境マネジメントシステムの運営
における基本理念は、教職員だけでな
く、学生や常駐する関連会社の職員と
も連携しながら活動することで、キャ
ンパス内のすべての活動が環境と調
和するよう配慮し、広く地球的視野に
立って、環境の保全と改善に努め、21
世紀の社会の持続可能な発展に貢献
することです。

ISO学生委員会が活動の主体

　本学におけるISO14001に関連し
た活動は、学生が主体となって運営さ
れていることが大きな特徴です。その
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活動は、学内にとどまらず、学外での
活動も積極的に行われております。
　ISO学生委員会とは、横浜キャンパ
スのISO14001認証を保持するため
に環境啓発活動を学内外で行う学生団
体で、現在、108名の学生が所属して
おります。横浜キャンパス内では、約
2000名の学生が所属しているので、
全体の5％の学生がISO14001に関
連した活動に関係していることになり
ます。
　そして、ISO学生委員会には、4つ
の部会（教育部会、省エネルギー部会、
省資源部会、世田谷支部）と、5つの係

（企画推進係、フォーラム係、エコプロ
係、ミライブ係、広報係）があります。
その活動の一部を紹介します。
　“教育部会”では、例年、横浜市都筑
区内のお祭りである中川ワイワイ祭り
で、地域の小学生に環境を考える企画
を出展したり、世田谷区で開催された
世田谷区で「若者環境デー」「若者環境
フォーラム」で活動紹介をしたりして
おります。“省資源部会”では、キャン
パス内のごみ分別や、ごみの少量化に
向けたアイデア作成とその実現などを
実施しております。
　“フォーラム係”では、年に一度実施
される学内イベントであるISOフォ
ーラムを企画し、講演会やワークショ
ップ等を通じて、環境に関する新しい
学びとその実践の重要性を認識できる
工夫をしております。“エコプロ係”で
は、毎年12月に開催されるエコプロ
ダクツ展に出展することで、東京都市
大学におけるISO学生委員会の活動
を広く周知する活動を実施しておりま

す。
　このような学内外の各種活動を、教
職員に大きく頼ることなく学生主体で
1998年からほぼ毎年確実に実施して
きたことが、東京都市大学横浜キャン
パスのISO14001認証を、長く維持
できた根幹にあります。

GX・DXの担い手へ

　東京都市大学横浜キャンパスでの
ISO14001認証に基づいた環境マネ
ジメントシステムを運営する活動で
は、これまで目指してきた環境保全や
環境との調和を、さらに、高度に実現
することを目指しています。DX（デ
ジタルトランスフォーメーション）や
GX（グリーントランスフォーメーシ
ョン）を実現する人材が求められてい
る現在、学内に設置された太陽光発電、
風力発電などの環境に関連する各種機
器と、AIなどの先端デジタル技術を活
用した取組みをすることで、カーボン
ニュートラルにつながるアイデアを
自ら考え出し、そのアイデアを行動し
ながら実現できる人材を育成してい
きます。
　東京都市大学横浜キャンパスにお
ける、ISO学生委員会を中心とした環
境マネジメントシステムに関する活動
に、今後も注目していただけると幸い
です。
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